
れわれの仕事は、ICTを通じて顧客

にいかに貢献するかということで、土

俵は顧客側での貢献競争だと思い

ます。それこそが電気通信事業法の

狙いではないでしょうか。

●貢献とは、何を指すのですか。
佐々木 3つあります。まずハード端

末を含めたネットワークインフラ、2つ

めが業務ソフトウェアやコンテンツ、

そして3つめが顧客の情報活用スキ

ル支援、つまり情報から価値を作る

能力を顧客に付けることです。

2001年のIT基本法の制定を機に、

ICTの導入が進んでいます。しかし、

協会員のメイン顧客である中堅・中

小企業では遅れているのが現状で

す。中小企業の活性化を図るには

ICTの活用が必須です。そこで、当

協会が全国の中堅・中小企業のICT

化支援に貢献する中軸的な組織に

なれるように取り組んでいきたいと思

います。

技術者資格においても、工事担任

者資格は通信の領域からLANの領

域へと広がり、情報通信エンジニア

の制度も始まっています。そこで、エ

ンジニアをはじめとする人材を養成

するとともに、サービスを展開する会

員各社のブランド化が必要であると

考えています。

会員各社は情報通信設備の構築

と保守業務において強みを持ってい

ます。それに情報から価値を創出す

るさまざまなサービス業務を加えれ

ば、より一層、顧客のICT活用に貢献

する、充実した素晴らしい情報通信

サービス業になると思います。その

実現のためのキーワードは「コラボレ

ーション」です。キャリアやハード・ソ

フトメーカー等と一緒に取り組むこと

で、サービスが広がります。また、能

力があれば、ますますコラボレーシ

ョンによる効果が広がります。私でも

できたことですので、しっかりとした

意識さえあれば、誰もができます。

●新理事長の方針はいつ出しますか。
佐々木 年末までにまとめ、来年の

年初に発表する予定です。私の考え

方は述べた通りですが、まだヒアリン

グを開始したばかりであり、現状の

把握をしているところです。理事の

方 と々の整合を踏まえ、ロマンのあ

る業界となるよう協会としての役割を

推進しようと考えています。
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● 18年ぶりに情報通信設備協会
（ITCA）の役職に就かれて（編集部

注：佐々木理事長は1986年～90年

の4年間、当時の関東地方支部長を

務めた）、どのような感想をもたれま

したか。

佐々木 最盛期には1500もあった協

会の会員数が、900程度に激減して

いることに驚きました。なぜここまで

減ったのか、事務局に調査したのか

と訊ねたら、していないということで

した。そこで、まだ私案の段階です

が、会員が協会に期待するところと

は何なのかなど、協会の委員会を通

じて、アンケート形式による検証をし

てもらいたいと考えています。

●業界の環境もかなり変わりました。
佐々木 85年の電気通信事業法に

より、競争原理が導入され、通信キ

ャリアとの分界点からユーザー側の

LANの部分は、原則自由とする利用

者本位の革新性が発揮できるように

なりました。それ以来、情報と通信

は融合し、あらゆる業界において情

報通信の利用は拡大し、新しい需要

が創り出されています。

●業界の「異端児」といわれている
佐々木社長が経営する協立情報通

信は、移動通信機器の販売、PC-

LAN事業への参入、マイクロソフト

認定ソリューションプロバイダーの

取得等々に先進的に取り組み、こと

ごとく成功を収めています。

佐々木 私を業界の異端児のように

評するのはおかしいと思います。私

は電気通信事業法の主旨を理解・実

行しているだけで、一番の正統派だ

と思っています。事業法の制定は、

ビジネスが自由化されたことを意味

し、それを私はまたとないチャンスと

捉えて精力的に事業に取り組み、お

陰でビジネスが拡大しました。

土俵は顧客側での貢献競争

●今、通信系ディーラーは全体的に
パワーが落ちています。そうしたな

かで、数々の成功体験を引っ下げて

佐々木社長が理事長に就任された。

周囲の期待は大きいと思います。

佐々木 協会内に私に指導してもら

いたいという雰囲気があるとするな

ら、それは違います。大切なのは、

会員の皆さんがどういう意識を持つ

かです。変わろうとする気持ちがな

ければ、私がいくら話をしても意味は

ありません。今やNGNの時代です。

この状況下で、変わろうとする気持

ちがあれば、業界は何倍にも成長す

る可能性があると思います。

●変わるためには何が必要ですか。
佐々木 会員の皆さんはこれまで、

通信キャリアのほうに意識が向いて

いるように思います。例えば、回線を

安くするとか、それを繋ぐとどうなる

かということは、あくまでサービスの1

つであり、本質ではありません。わ
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スコープ Key Person

この6月に協立情報通信・代表取締役の佐々木茂則氏が情報通信設備協会

（ITCA）の新理事長に就任した。常に先進的な取り組みで成功を収めてき

た佐々木理事長は「会員各社の変わろうとする意識こそが大切」と語る。

佐々木茂則氏 情報通信設備協会理事長（協立情報通信代表取締役）

中小企業のICT化に貢献する組織へ


